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	プログラム細胞死リガンド1（CD274、またはB7-H1、PD-L1）は、B7ファミリーで初めて発見されたメンバーです。B7ファミリー分子は、免疫グロブリンスーパーファミリーに属するI型膜貫通タンパク質です。CD28ファミリー受容体と協調して、B7は獲得免疫応答の重要な調節因子として機能します。CD274はT細胞およびB細胞の負の調節因子であると考えられており、リンパ球の自己抗原に対する寛容を媒介する上で重要な役割を果たします。自己免疫寛容の誘導と維持において極めて重要な役割を果たします（PubMed:11015443、PubMed:28813417、PubMed:28813410）。阻害性受容体PDCD1/PD-1のリガンドとして、T細胞の活性化閾値を調節し、T細胞エフェクター応答を制限します（PubMed:11015443、PubMed:28813417、PubMed:28813410）。未知の活性化受容体を介して、主にインターロイキン-10（IL10）を産生するT細胞サブセットを共刺激する可能性がある（PubMed:10581077）。
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	Ramos 細胞溶解物中の PD-L1 (CD274) 発現のウェスタン ブロット解析。

